


要約:慢性肺疾患では,好中球遊走因子・エラスターゼ放出刺激因子であるインターロイキ

ン 8によって肺に集積した好中球が,顆粒球エラスターゼ等の蛋白分解酵素を放出して,肺

組織のコラーゲンやエラスチンを分解して,肺組織障害の一因をなしていると考えられて

いる。本研究では,顆粒球エラスターゼが肺サーファクタントのサブタイプ転換に及ぼす

影響について surface area cycling 法を用いて検討し,顆粒球エラスターゼが,肺サーフ

ァクタントサブタイプの転換を促進することを証明した。また cycling 後の検体の表面活

性を測定し,顆粒球エラスターゼがサーファクタント活性を阻害することを示した。顆粒

球エラスターゼのサーファクタント蛋白質への影響は,ウエスタンプロット法にて検討さ

れ,SP-A, SP-B が減成(degradation)されていることが示された。このことから,顆粒球エ

ラスターゼは,肺組織の構築を直接障害する他,肺サーファクタントの代謝・表面活性に影

響して,新生児の呼吸障害を引き起こしている可能性が示唆された。


